

























































































































































































































































































































16 「松井田町役場」和風会議室等が該当する。また「親和銀行本店Ⅰ期」４階客室 B の落天井（下り
天井）について，本稿では下り壁として扱っているが次のような指摘もある。「広さは十三畳半，床
の間はないが右の主室境の通い口の一本引がこの室では方立口になっていて，その上が二間通しの下
り天井で落し掛けがあり，通い口に寄って台目寸法程のところで畳を貫くように栗の大面取柱が立つ。
つまりこの下り天井下がそのまま床の間に見立てられる作りで，私が案内された時にもその壁正面に
玉舟の墨蹟が掛けてあり，通い口の反対側の隅に風炉が置いてあった。」前掲註３，水原徳言，1979，
p.256
17 「秩序」とは天井伏図上で見られる天井面の切り替え線の配置を指している。図８②隣型では，隣室
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における切り替え線が連続的に延長してくることによって，当該室における切り替え線を形成してい
る。
18 『建築大辞典』（1974.10彰国社）によれば，落天井について，「天井が２段になっている場合，低い
方の天井をいう。主として茶室で使われる。茶屋の小間では点前座の天井を落天井とする場合が多い。
客座に対し亭主謙譲の気持を表すため。広間では付け書院や地袋の上を落天井とする場合が多い。」
とあるが，本稿では，取り上げた和室事例における具体的な使用状況を把握しえない為，あくまでも
物的な内部立面上の要素との対応から考察を行っている。
19 １室内での〈天井断面形状〉が表れた数（２−２参照）が多いほど，〈天井伏構成〉が「多元化」し
ていると捉えている。図２の類型で多元化の度合は，①～⑦（単～型）＜⑧～⑬（L ～型またはニ
～型）＜⑭⑮（コ～型）＜⑯＜⑰（その他）となる。表１の〈天井伏構成〉欄から，年を追うごと
に①～⑦の形式の割合が減少していく様子が確認でき，多元化していく構造が読み取れる。なお「高
松 I 邸」は計画案であり，白井晟一研究所『白井晟一全集補遺』同朋舎出版，1988，p.111から，
1968～1978年の間の計画とみられる。
20 「奥田邸」の該当箇所について安原盛彦が次ように言及している。「また庭をよく見えるように，座
敷の窓側の面をすべて開口部にするべく座敷庭側の天井をわざわざ落している。」前掲註７，安原盛
彦，2005，p.33
図版出典
 写真１，３，４：川添登解説『白井晟一　建築とその世界』世界文化社，1978 ／写真２：水原徳言
『縄文的なるもの　白井晟一の建築と人』相模書房，1979 ／写真５：『建築文化1985年２月号』彰国社
／写真６：吉田桂二監修『住宅建築設計例集・８　床の間廻り詳細』建築資料研究社，1983
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